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働く↔仕事↔労働の違

いは

経験によってわかって

くる→個別経験、エピ

ソードを出していく中

で

苦しい、楽しい？

頭を働かせる、機

能する

はじめは生活のた

め→最初は苦しい

がだんだん楽しく

なってくる

会社労働、組織の

中の労働

人間関係

仕事そのものが大

変→苦

社会のためになっ

ている→楽しい
やりがい

自分にとって働く

とは

職業により働くこと

の意味が違ってくる

組織の中で働く 仕事は選べない→

苦痛

視野を広くし、学

ぶことにより成長

仕事により成長

自己実現

搾取

利益、生産性を

上げること

社会的使命、目的

組織が大きくなる→

自分の位置がわから

ない

西欧の労働観→労働

は苦役、余暇が人

間らしい生活

分業、単純労

働の繰り返し

食うために時

間を売り渡す

食うために働

く

歯車のように

働く

余暇のために苦

役をがまんする

就職できない

と悲しい
失業すると悲

しい

派遣→特定の組織に

属さず自分のやりた

い仕事をやる自由

フリーランス→個

人の業務請負→組

織に属さない

ボランティア→

有給休暇をとっ

て無償で災害復

旧援助

お金にはならない

「手伝い」

日本の雇用→セカン

ドチャンスがない

自己疎外 労働の商品化 特殊技能の場

合にはいいが、

そうでなけれ

ば労働条件の

際限ない切り

下げ

人の役に立つ、

やりがいがあ

る

組織外の労働、

自発的

多用な価値観が

ある



なぜ働くか
生活のため、

自分や家族を

養うため

豊かで安らい

だ将来のため

定年退職→苦

役からの解放

過去の記憶と過去

の財によりかかっ

て生きる

兼業農家の両

親
成年の間は生

活のために稼

いだ

老年になり農

作業は悦びと

なった

約束手形

「働く」とは

本来「生きる

よろこび」

生きることそ

のもの

現在が別の時

間（未来）の

ためにある

時は金なり

人間の活動は

価値を生み出

すべきもの

生産性の増大
新しいものは

みなよい

欲望の再生産

自らが主体的にか

かわりそれを通じ

て自己形成


